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はじめに 

大学は学校教育法 109 条第 1 項の規定に基づき、自己点検・評価を実施し、その結果を公表することが求められている。国立大学法人琉球

大学（以下「本法人」という。）においては、国立大学法人琉球大学自己点検・評価規則（以下「規則」という。）、琉球大学における教育の

質保証に関する要項（以下「要項」という。）及び琉球大学における教育活動の自己点検・評価及び改善活動に関する申合せ（以下「教育活

動の申合せ」という。）並びに施設・設備の区分に琉球大学における施設・設備の自己点検・評価及び改善活動に関する申合せ（以下「施設・

設備の申合せ」という。）に基づき、教育研究活動等を点検して自らの課題及び改善されるべき点を明らかにし、改善・改革へ向けた不断の

努力を払い、本法人における教育研究活動等の水準の向上及び活性化を図ることを目的として実施するものである。 

 

1. 自己点検・評価の体制及び手順 

教育の質保証に関する自己点検・評価の実施については、要項及び教育活動の申合せ並びに施設・設備の申合せに基づき、教育課程、施設・

設備、学生支援及び学生受入に区分し、それぞれの点検・評価及び改善活動の責任者である理事（以下「担当責任者」という。）の下の担当

委員会にて自己点検・評価を実施した。その結果については、自己点検・評価会議において全学的な観点から検証し、その結果を学長に報告

した。また、令和６年度の自己点検・評価における改善事項については、引き続き改善活動を実施し、検証を行った。 

 

2. 令和７年度の自己点検・評価結果について 

≪総括≫ 

令和７年度の教育の質保証に関する自己点検・評価においては、要項及び教育活動の申合せ並びに施設・設備の申合せに基づき、担当責

任者の下の担当委員会で実施し、令和８年２月 17 日開催の自己点検・評価会議にて検証を行った。 

その結果、各区分の自己点検・評価は概ね適切に実施され、評価項目にも概ね適合していた。一方で、一部項目では改善が必要であること

を確認した。特に、令和 5 年度の自己点検・評価における指摘事項である「標準修業年限内卒業（修了）率」及び「入学定員充足率」につい

ては、依然として改善が求められる。今後、本学では、令和７年度の自己点検・評価結果において引き続き改善・向上が必要と確認された事

項について、担当責任者の下で継続的に自己点検・評価、改善活動を進め、教育活動の質のさらなる向上に向けて取り組んでいく。 
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≪教育課程≫ 

教育課程の質保証については、教育活動の申合せに基づき、学位授与方針・教育課程方針の２つのポリシーをはじめ、教育課程の編成、授

業形態、学修指導法、履修指導、学習支援、成績評価、卒業（修了）判定及び学修成果の各項目について、令和７年 5 月１日時点の状況につ

いて、各学部・研究科の委員会等から報告された自己点検・評価の結果を踏まえて、教育・学生支援に関する自己点検・評価委員会において

自己点検・評価を実施し、令和７年 11 月に自己点検・評価会議に報告された。その結果、各項目について概ね適合していることを確認する

とともに、一部の項目については以下のとおり改善が求められる点も確認した。これらの指摘事項については、今後も継続して改善活動を実

施し、改善・向上に取り組んでいく。 

 

No. 分析項目 指摘事項 ①担当委員会 ②対応部局 改善策 

1 適切な授業形態、

学習指導法が採用

され、授業の方法

及び内容が学生に

対して明示されて

いること 

・「出席点（○%）」や「平常点○点」など出席のみをもって一定

の評価を与える記述など、一部のシラバスにおいて評価基準と評

価方法が曖昧なシラバスが見受けられる。 

①教育・学生支援に関する

自己点検・評価委員会 

②人文社会学部、教育学

部、農学部、医学研究科、

理工学研究科 

・引き続き適切なシラ

バスの作成に努める。 

2 標準修業年限内の

卒業（修了）率及

び「標準修業年限

×1.5」年内卒業

（修了）率、資格

取得等の状況が、

大学等の目的及び

学位授与方針に則

した状況にあるこ

と 

・【国際地域創造学部】 

平成 30 年度及び平成 31（令和元）年度入学生の「標準修業年限

×1.5」年内卒業率が基準値を下回っている。 

・【理学部、工学部、人文社会科学研究科博士後期課程、地域共

創研究科修士課程、医学研究科博士課程、農学研究科修士課程、

法務研究科】 

「標準修業年限×1.5」年内卒業（修了）率の 5 年平均が基準値

を下回っている。 

①教育・学生支援に関する

自己点検・評価委員会 

②国際地域創造学部、理学

部、工学部、人文社会科学

研究科、地域共創研究科、

医学研究科、農学研究科、

法務研究科 

・引き続き「標準修業

年限×1.5」年内卒業

（修了）率が基準値を

超えるよう取り組む。 
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≪施設・設備≫ 

施設・設備の質保証については、施設・設備の申合せに基づき、教育施設の整備状況及び教育施設の安全性の状況等、ICT 環境の整備状況

及び利用状況等、図書館の整備状況及び利用状況等の各項目について、令和７年 5 月 1 日時点の状況について、部局から報告された自己点

検・評価の結果を踏まえて、財務・施設管理に関する自己点検・評価委員会において自己点検・評価を実施し、令和７年９月に自己点検・評

価会議に報告された。その結果、すべての項目について適合していることを確認した。今後も継続して自己点検・評価を実施し、施設・整備

の改善・向上に取り組んでいく。 

 

 

≪学生支援≫ 

学生支援の質保証については、教育活動の申合せに基づき、学生支援に関する各項目について、令和７年 5 月 1 日時点の状況について、部

局から報告された自己点検・評価の結果を踏まえて、教育・学生支援に関する自己点検・評価委員会において自己点検・評価を実施し、令和

７年 11 月に自己点検・評価会議に報告された。その結果、すべての項目について適合していることを確認した。今後も継続して自己点検・

評価を実施し、学生支援の改善・向上に取り組んでいく。 

 

 

≪学生受入≫ 

学生受入の質保証については、教育活動の申合せに基づき、学生受入に関する各項目について、令和７年 5 月 1 日時点の状況について、部

局から報告された自己点検・評価の結果を踏まえて、教育・学生支援に関する自己点検・評価委員会において自己点検・評価を実施し、令和

７年 11 月に自己点検・評価会議へ報告された。その結果、各項目について概ね適合していることを確認するとともに、一部の項目について

は以下のとおり改善が求められる点も確認した。これらの指摘事項については、今後も継続して改善活動を実施し、改善・向上に取り組んで

いく。 
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No. 分析項目 指摘事項 ①担当委員会 ②対応部局 改善策 

1 実入学者数が、入

学定員を大幅に超

える、又は大幅に

下回る状況になっ

ていないこと 

・【人文社会科学研究科博士後期課程、医学研究科修士課程、医

学研究科博士課程】 

入学定員充足率の 5 年平均が基準値を下回っている。 

・【保健学研究科博士後期課程、理工学研究科博士後期課程】 

入学定員充足率の 5 年平均が基準値を超えている。 

・【理工学研究科博士前期課程】 

一部専攻において入学定員充足率の 5 年平均が基準値を超えてい

る。また、入学定員充足率の 5 年平均が基準値を下回っている専

攻もあり、この状況を注視する必要がある。 

①教育・学生支援に関する

自己点検・評価委員会 

②入試課、人文社会科学研

究科、医学研究科、保健学

研究科、理工学研究科 

・引き続き入学定員充

足率の適正化に向けた

取組を実施する。 

 

 


